




しています。これらの強害雑草は、

収穫作業に影響を及ぼすとともに、

汚粒や異物混入の発生の原因となり、

品質が低下しますので、出来るだけ

手で抜いてから収穫を行うようにし

ましょう。また、実需者より数珠玉

混入のクレームがありましたので、

同様に収穫前に抜き取るなどして混

入防止を徹底しましょう（色彩選別

機でも除去できません）。 

 
病害虫対策 
 今年、ハスモンヨトウの発生は遅れていますが、白変葉を確認次第、適時に

防除をしましょう。 
ミナミアオカメムシ等の吸汁性カメムシ類の発生が増加しています。吸汁性

カメムシ類は大豆の子実を吸汁し、奇形粒の発生や不稔等大きな減収並びに品

質低下の原因となります。被害は、適期に薬剤散布による防除を行うことで抑

えられます（9 月中旬と 10 月上旬の 2 回防除を行うと効果的です）。 

 
収穫 
 子実水分 18%以下、茎水分 50%以下となったときが収穫適期となります。早

刈りは乾燥に時間がかかり、汚粒の発生が多くなります。また、刈遅れると収

穫時のロスが増えるとともに裂莢しやすくなり、収量・品質低下の原因となり

ますので、適期に収穫しましょう。収穫作業は、朝露が乾く、午前 9 時頃～午

後 4 時頃までとしましょう。 

 
生育予測 

 

○大豆生育予測
【平成29年9月1日現在】

品種 播種日 開花期 (平年との差) 成熟期 (平年との差)
7月1日 8月19日 (0.6日早い) 11月6日 (0.１日早い)
7月15日 8月27日 (0.3日早い) 11月11日 (0.6日早い)
7月30日 9月6日 (0.1日早い) 11月18日 (0.8日早い)

※三重県農業研究所作成の生育予測システムVer9.2による予測です。
気象庁アメダス津観測地点データ(直近10ヶ年の平均気温)を使用しています。
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数珠玉の種子（写真真ん中） 

 


